
有明海は渡り鳥の国際空港 

サヤム・チョードリー 
バングラデシュを足場に、ヘラシギ、アカハジロ、マレーヒレアシなど
の世界的絶滅危惧種の保全に過去12年間携わる行動生態学研究者。学
部における環境科学を基礎に、国際的経験を積み、ケンブリッジ大学
地質学研究科より生物多様性保全に関する修士号を取得。保全活動に
あたっては地域共同体と地域の人々の経験に寄り添って、生きものの状
況について伝え、人々とともに、保全活動を行っている。特にヘラシギ
に関しては活溌に活動を行い、バードライフインタナショナルによって、
「ヘラシギの守り手」とされ、現在国際ヘラシギ保護特別委員会の事務
局次長を務めている。 
このほかバングラデシュ15か所の森林保護区の鳥類モニタリングプロ
グラムを始動。多くの科学論文の執筆・査読に携わり、新聞記事も多
数執筆。IUCN（国際自然保護連合）の種の保存委員会委員を務める。 

日時：2018年7月8日（日）　13：00～16：00 
場所：鹿島市生涯学習センター「エイブル」 
　　（佐賀県鹿島市大字納富分2700-1　☏0954-63-2138） 
主催：NPO法人ラムサール・ネットワーク日本 
共催：鹿島市役所、日本野鳥の会佐賀県支部 
　　　NPO法人バード・リサーチ 
　　　シギ・チドリ類ステッピング・ストーンズ・グループ 

人間が飛行機を発明するよりも昔から鳥は自由に国境を超え、世界をわたっていました。渡り鳥にとっ
て、繁殖地から越冬地へ向かう途中の休憩地は、さしずめ乗り換え空港・燃料補給基地にあたります。 
日本の干潟は、東アジア・オーストラリア地域フライウェイの中間に位置し、たくさんの渡り鳥が立ち
寄るとても重要な中継地です。しかしながら、日本の干潟は、戦後の急速な発展と引換えに面積の４割
を失ってしまいました。それは単に量的な減少だけでなく、質的な劣化も同時に引き起こしています。 
日本中の観察者から収集した記録によれば、この40年間でシギ・チドリ類の個体数は、約半分に減少し
てしまいました。同様に、韓国、中国などアジア各地でも、開発による湿地の減少が進んでいます。 
今回はバングラデシュからサヤム・チョードリーさんににお越しいただき、越冬地の話を聞きます。 
ヘラシギをはじめとする希少な渡り鳥が、無事に越冬地へ辿り着けるように、いま、私たちに出来るこ
とは何か？　知恵を出し合い、行動につなげる機会にしたいと思います。多くの皆さまのご参加をお待
ちしています。 

今、私たちに出来ることは何か？



お問合せ 
"Shorebirds Stepping Stones"  (ステッピング・ストーンズ) シギ・チドリ類保全ネットワーク  
メール : inq.steps@gmail.com  
電　話：03-3834-6566　（ラムサール・ネットワーク日本　事務局）　ファックスも同じ 
住　所：〒110-0016東京都台東区台東1-12-11青木ビル3F　ラムサール・ネットワーク日本

      7月8日 午後     報告会  お申込み 
　　https://goo.gl/pyee1A　　 
　　WEBフォームからお申込みください。 
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SBS in Hakata Bay SBS in Bangladesh

7月8日 午前 オプショナルツアー「干潟体験」 
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